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論文審査の要旨 

 

肘関節変形における過伸展や動的圧迫により、肘部管症候群が引き起こされることが

あるが、肘変形が尺骨神経の緊張にどの程度寄与しているかの知見はない。本研究では

新鮮凍結屍体を用いて外反・内反肘モデルを作成し、ひずみゲージを用いて肘関節運動

に伴う肘部尺骨神経の伸長変化量を計測した。結果、全てのモデルで尺骨神経の伸長変

化量は肘屈曲により有意に大きくなった。しかし、正常モデルと肘外反変形モデルでは、

肘伸展時および最大屈曲時の伸長変化量はどちらも有意な差は認めず、肘外反変形では

有意な伸長変化量の増加は認めなかった。肘内反変形では肘伸展時に尺骨神経が弛緩す

るがその影響は肘屈曲により小さくなった。本研究は、肘変形と関節運動により尺骨神

経の伸長変化に影響を与えること示した重要な研究である。 

公聴会では、伸長変化以外の影響、臨床へのフィードバック、生体内で非侵襲的に神

経の伸長をとらえる方法、骨性隆起や靭帯による圧迫による影響、超音波使用の可能性

などについての質問があり、適切に回答された。 

肘関節の変形が尺骨神経に及ぼす影響を明らかにすることは、肘関節変形における尺

骨神経障害の病態の理解および治療に役立ち、本領域のさらなる発展に寄与するものと

評価される。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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